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【
発
表
会
社
会
】 　
第
52
回

「
こ
の
社
会
に
は
発
表
会
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
」（
①
宮

入
、
９
頁
）。
日
本
の
国
家
再
編
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
万

国
博
覧
会
と
い
う
２
つ
の
〈
発
表
会
〉
で
再
起
動
さ
せ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
名
古
屋
で
は
、
８
月
に
国
際
展
示
場
が

稼
働
す
る
。
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
や
博

物
館
が
な
く
て
東
京
・
大
阪
の
あ
と
イ
ベ
ン
ト
が

ス
ル
ー
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
ど
ま
つ
り
」
は
路

上
で
あ
る
。
一
般
に
、
読
書
、
音
楽
鑑
賞
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
、
音
楽
配
信
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
は
、
手
持
ち
の
媒
体
で
発
表
会
を
構
成
し
て

い
る
よ
う
だ
。
現
代
は
商
品
社
会
で
あ
る
。
商
品

は
〈
見
て
買
う
〉
の
で
、
発
表
会
は
必
然
的
な
形

態
か
も
し
れ
な
い
。

　

発
表
会
は
、
学
校
や
園
の
中
の
活
動
で
あ
る
と
同
時

に
、
学
校
や
園
が
発
表
会
社
会
の
中
に
あ
る
。
土
川
五
郎
は
、

「
見
る
も
の
」
と
「
見
せ
る
も
の
」
を
区
別
し
（
②
１
０
４

頁
）、
倉
橋
惣
三
は
、
学
校
劇
を
「
学
校
の
中
で
す
る
」
こ

と
と
「
学
校
外
に
公
開
的
に
演
出
す
る
」
こ
と
を
区
別
し
た

（
１
２
７
頁
）。「
劇
遊
び
」
は
１
９
３
８
年
に
山
村
き
よ
が

提
唱
し
た
（
１
６
７
頁
）。
南
は
一
般
へ
の
公
開
が
な
く
な

る
と
起
こ
る
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
（
１
６
４
頁
）。

　

大
ホ
ー
ル
で
や
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
３
歳
児
が
来
年
お

姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
や
り
た
い
心
を
持
つ
こ
と

が
あ
る
。
逆
に
、
劇
遊
び
を
発
表
会
に
す
る
こ
と

で
、
日
々
見
立
て
を
変
え
て
創
造
的
に
遊
ん
で
い

る
も
の
が
「
劇
発
表
で
○
○
に
す
る
っ
て
決
め
た

で
し
ょ
」
と
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
限
界
芸
術
」（
鶴
見
俊
輔
）
を
（
①
薗
田
碩
哉
、

18
頁
）、
子
ど
も
と
専
門
家
を
つ
な
ぐ
保
育
教
育
に

置
き
換
え
て
、
そ
こ
に
本
誌
の
藤
井
清
美
さ
ん
の

連
載
を
重
ね
て
み
る
と
、〈
見
せ
な
い
と
こ
ろ
〉
の

奥
義
が
語
ら
れ
て
い
る
と
読
め
る
。
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